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①

米国酪農の構造とコストの変化
－ 農場数が減少し、生産量が増加する米国酪農 －1

　1930年代以降、米国の生乳生産量は増加した一方、酪農場数は減少している。過去数十年で、より少な
い農場がより多くの生乳を生産するようになった。米国農務省経済調査局（USDA/ERS）の研究者たちは、
USDAの農業資源管理調査（ARMS）データおよび米国農業統計局（NASS）の農業国勢調査データを用
いて、この変化の背後にある要因を詳しく調査した（Structure, Costs, and Technology Used on U.S. 
Dairy Farms）。彼らは、より大規模な酪農場への構造的変化が、酪農場の先進的な技術や管理手法の利用
増加と同時に起こったことを明らかにした。酪農場が先進的な農業技術を取り入れ、規模を拡大するにつれ
て、乳牛の生産性が向上し、これら大規模な酪農場における単位当たり生乳生産コストは低減している。

１．生乳生産量は増加したが酪農場数は減少
　米国の生乳生産量は2004年の1,708億ポンドから
2024年には2,259億ポンドへと32.3％増加した。生
産量の増加の一部は、生産性の向上、つまり１頭
当たり平均生産量の増加に起因している。１頭当
たり平均生産量は2004年の18,960ポンドから2024
年には24,178ポンドに27.5％増加した。しかし、１
酪農場当たり生乳生産量の増加の大部分は、乳牛
飼養頭数で測定される経営規模の拡大に起因して
いる。2002年から2022年の間に、1,000頭未満の乳
牛を飼養する酪農場数は減少し、1,000頭以上の酪
農場数は60％増加した。同時に、酪農場の平均規
模も拡大している。USDAのARMSデータによる
と、米国の酪農場の平均規模は、2000年の112頭か
ら2021年には283頭に増加した。このように酪農場
の平均規模は拡大したが、登録された酪農場数は、

2004年の66,825から2024年には24,811へ62.9％減少
した。

２．技術と管理手法の変化によって生産性が向上
　新技術や高度管理手法の導入は、米国の酪農場
における乳牛の生産性向上に寄与した要因の一つ
である。2000年から2021年の間に、繁殖学、栄養学、
飼養管理技術の進歩により乳牛１頭当たりの平均
生乳生産量が増加し、これらを用いた酪農場から
の市場販売シェアも増加した。これら新技術や高
度管理手法の中には、利用にあたり規模の制約を
受けるものもあり、それを導入するためには越え
なくてはならない最低規模がある。大規模酪農場
に、より適している新技術や高度管理手法が多い。
　ARMSによる継続する酪農調査では、いくつか
の技術や管理手法の採用率が記録されている。こ
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れらの中には、搾乳個々に関するデータを収集す
るコンピュータ制御の搾乳システムや、個々の乳
牛を特定して給餌時間を調整するコンピュータ制
御の給餌システムが含まれる。生産者は、従来の
１日２回の搾乳ではなく、１日に３回以上搾乳し、
従来の牛舎内搾乳システムよりも大きな群れを収
容できるミルキングパーラーを利用するなど、特
定の管理手法を採用している。繁殖プログラムに
は、人工授精、胚移植、精液の性判別などの実践
が含まれる。一方、かつて泌乳を促進するために
一般的に使われていた成長ホルモンである組換牛
ソマトトロピン（rbSTまたはrbGH）の使用は、マー
ケティング上の懸念により大幅に減少している（図
１参照）。
　そのような変化にともない、2000年から2021年
の間、先進的な繁殖技術を用いた酪農場からの生
乳販売の占める割合は76％から96％に、ミルキン
グパーラーのそれは70％から88％に、１日３回以
上搾乳のそれは19％から50％に、コンピュータ制
御された給餌システムのそれは22％から52％に、
コンピュータ制御の搾乳システムのそれは20％か
ら45％に増加した。一方、組換牛ソマトロピンを
使用した酪農場からの生乳販売の割合は、2000年
の35％から2021年には２％まで減少した（図２参
照）。

３．価格や規模も酪農場の収益性を左右する要因
の一つ

　販売される生乳や投入財の価格によっては、酪
農事業の収入で必ずしも生乳生産費用を賄えるわ
けではない。2000年から2024年の間、すべての年

で平均的な酪農場の販売収入は飼料コストを上
回っていた。また、2009年と2012年の２年間を除
き、平均的な酪農場の販売収入は、飼料、労働、
資材、サービスを含む経営コストを上回っていた。
さらに、建物、設備、保険などの資産に関連する
経営および所有コストを、25年間のうち13年間で
平均的な酪農場の販売収入が上回っていた。しか
し、平均的な酪農場の販売収入では、労働や土地
などの機会費用を含む総経営コストを、わずか４
年（2007、2014，2022、2024）しか賄えなかった。
　酪農場の規模は、単位当たりの生乳生産コスト
に影響を与える要因である。特に資本や労働費、
新技術や慣行技術の導入にかかる初期費用は、酪
農場の飼養規模が拡大するにつれて生産量に分散
させることができる。2000年から2021年の間に、
飼養規模の拡大に伴って生乳単位当たりの総コス
トは減少した。例えば2021年には、50頭未満の飼
養規模では100ポンドの生乳を生産するための総コ
ストは42.71ドル、2,000頭以上の酪農場では19.14
ドルであった。
　しかし、生乳生産コストに影響を与えるのは酪
農場の規模だけではない。販売された生乳1単位当
たりの高コストおよび低コストの酪農場は、使用
する技術、経営の管理方法、使用している生産シ
ステムの種類、生乳販売に対する収益、投入財の
支払いに応じて、あらゆる規模階層で散見された。
労働者が働く環境でさえ影響を与えることもある。
総生産コストを生乳販売収益でカバーできる酪農
場もカバーできない酪農場は、あらゆる規模階層
でみられる。


